











収の百韻を検討対象とする。それというのも、この百韻は美濃派の祖である支考と伊勢派 団友（涼菟） ・乙由らが一堂に会して 興行であり、地方に展開した蕉風のあり方を考える上で、重要な 書と目されるから る。芭蕉没から四年の歳月を経て、 芭蕉流の俳諧が しはじめているかどうかも、大きな興味の対象となる。比較がしやす ように、芭蕉自身が関わった連句作品（ 『すみだはら』 『別座鋪』 『続猿蓑』等）を扱う際と同様、ここでも各付合の分析は、①作者は前句をど に理解し とく どの点に着目した



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔句意〕山で野宿したこともあったのに、今は敷蒲団を使う身だ。〔付合〕①前句は室内から雪を見て洩らした言であるとと え、②その人が来し方をしみじみ思い起こ ているさまを想像し ③山で寝 こ もある自分が今は敷布団に寝ているとした。〔備考〕 「蒲団」はもともと座禅用の円座 いい、やがて一般にも用い れるとともに、 寝具と ての「しき蒲団」も徐々に普及していった。近世以前、睡眠時の一般的様態 、薄い敷物に横たわり衣類などを掛けるもので、近世




































































































































〔句意〕胸をこがす思いの種を姉上にはそ となく言ってみる。〔付合〕①前句は人に不安感を与える景であると見込み、②そのことによって自分の思いがいっそう募るような人 想定し、③秘めた恋心を姉にほのめかし みるとした。〔備考〕 「物おもひ」は何かに思い煩うことで、多くは恋の悩み。 『毛吹草』等に恋の詞として登載される。　　　
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〔句意〕誰かが聞いているといって、それまで弾いていた琵琶 放置する。〔付合〕①前句を恋に悩む若い娘と見定め、②その人 周囲に対して神経質
